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は
じ
め
に

　

成
年
と
な
る
年
齢
を
18
歳

に
引
き
下
げ
る
（
２
０
２
２

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）
民

法
改
正
が
話
題
と
な
り
ま
し

た
が
、
民
法
は
１
８
９
６
年

（
明
治
29
年
）
に
制
定
さ

れ
、
民
法
の
う
ち
債
権
関
係

の
規
定
は
約
１
２
０
年
間
ほ

と
ん
ど
改
正
が
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
２

０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
５

月
に
大
幅
な
改
正
が
行
わ

れ
、
一
部
の
規
定
を
除
き
２

０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
（
平

成
30
年
）
７
月
に
は
、
民
法

の
う
ち
相
続
法
の
分
野
に
つ

い
て
も
大
き
な
改
正
が
行
わ

れ
、
こ
ち
ら
は
一
部
の
規
定

を
除
き
２
０
１
９
年
（
令
和

元
年
）
７
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

証
契
約
は
無
効
と
な
り
ま

す
。

（
２
）
公
証
人
に
よ
る
保
証

意
思
確
認
の
手
続
（
新
設
）

　

個
人
が
事
業
用
融
資
の
保

証
人
に
な
る
場
合
に
、
公
証

人
に
よ
る
保
証
意
思
確
認
の

手
続
を
経
な
い
で
し
た
保
証

契
約
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
に
該

当
す
る
保
証
人
に
は
意
思
確

認
は
不
要
で
す
。

①
主
債
務
者
が
法
人
の
場
合

…
そ
の
法
人
の
理
事
、
取
締

役
、
議
決
権
の
過
半
数
を
有

　

現
行
民
法
は
、
消
滅
時
効

（
債
権
者
が
一
定
期
間
権
利

を
行
使
し
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
債
権
が
消
滅
す
る
制
度
）

に
よ
り
債
権
が
消
滅
す
る
ま

で
の
期
間
（
消
滅
時
効
期

間
）
を
原
則
10
年
と
し
、
例

外
的
に
職
業
別
に
よ
り
短
期

の
消
滅
時
効
期
間
を
設
け
て

い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
職

業
別
の
短
期
消
滅
時
効
の
特

例
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

消
滅
時
効
期
間
を
原
則
と
し

て
５
年
と
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
債
権
者
自
身
が

権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
知
ら
な
い
よ
う

な
債
権
に
つ
い
て
は
、
権
利

を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
き
か
ら
10
年
と
し
て
い
ま

す
（
表
１
参
照
）。

　

不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害

賠
償
請
求
権
と
債
務
不
履
行

に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権

の
双
方
に
つ
い
て
、
人
の
生

（
１
）
賃
借
物
の
修
繕
に
関

す
る
要
件
の
見
直
し

　

改
正
前
は
、
ど
の
よ
う
な

場
合
に
賃
借
人
が
自
分
で
修

繕
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

を
定
め
た
規
定
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
改
正
後
は
、

①
賃
借
人
が
賃
貸
人
に
修
繕

が
必
要
で
あ
る
旨
を
通
知
し

た
か
、
又
は
賃
貸
人
が
そ
の

旨
を
知
っ
た
の
に
賃
貸
人
が

に
つ
い
て
原
状
回
復
義
務
を

負
う
こ
と
、し
か
し
、通
常
損

耗
や
経
年
変
化
に
つ
い
て
は

原
状
回
復
義
務
を
負
わ
な
い

こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

【
通
常
損
耗
や
経
年
変
化
に

当
た
る
例
】

・
家
具
の
設
置
に
よ
る
床
や

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
へ
こ
み
、
設

置
跡

・
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
等
の
後

部
壁
面
の
黒
ず
み
（
い
わ
ゆ

る
電
気
ヤ
ケ
）

・
地
震
で
破
損
し
た
ガ
ラ
ス

・
鍵
の
取
替
え
（
破
損
、
鍵

紛
失
の
な
い
場
合
）

【
通
常
損
耗
や
経
年
変
化
に

当
た
ら
な
い
例
】

・
引
越
作
業
で
生
じ
た
ひ
っ

か
き
キ
ズ

・
日
常
の
不
適
切
な
手
入
れ

も
し
く
は
用
法
違
反
に
よ
る

設
備
等
の
毀
損

・
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
・
臭
い

・
飼
育
ペ
ッ
ト
に
よ
る
柱
等

の
キ
ズ
・
臭
い

（
３
）
賃
貸
借
契
約
か
ら
生

ず
る
保
証
に
関
す
る
ル
ー
ル

　

根
保
証
契
約
と
は
、
将
来

発
生
す
る
不
特
定
の
債
務
に

つ
い
て
保
証
す
る
契
約
を
い

い
、
不
動
産
の
賃
借
人
の
一

切
の
債
務
の
保
証
が
こ
れ
に

当
た
り
ま
す
が
、
極
度
額

（
上
限
額
）
の
定
め
の
な
い

個
人
の
根
保
証
契
約
は
無
効

と
す
る
改
正
が
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
こ
の
極
度
額
は
「
○

○
円
」
な
ど
と
明
確
に
定

め
、
書
面
に
記
載
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

極
度
額
を
定
め
な
い
で
保

証
契
約
を
締
結
し
て
し
ま
う

と
、
そ
の
契
約
は
無
効
と
な

り
、
保
証
人
に
対
し
て
支
払

い
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
以
上
の
改
正
は
２
０
２
０

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。

　

配
偶
者
居
住
権
は
、
所
有

権
と
は
異
な
り
、
売
却
な
ど

が
で
き
な
い
分
相
続
税
評
価

額
が
低
く
抑
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
相
続
又
は
遺
贈

に
よ
り
配
偶
者
居
住
権
を
取

得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
配
偶

者
は
自
宅
で
の
居
住
を
継
続

し
な
が
ら
預
貯
金
な
ど
の
他

の
財
産
を
よ
り
多
く
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

※
こ
の
改
正
は
２
０
２
０
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

　

改
正
前
は
、
遺
産
分
割
が

終
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
相

続
人
単
独
で
は
預
貯
金
債
権

の
払
戻
し
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
改
正
後
は
、
各
相

続
人
は
遺
産
分
割
が
終
わ
る

前
で
も
一
定
の
範
囲
で
預
貯

金
の
払
戻
し
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

※
こ
の
改
正
は
２
０
１
９
年

７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
自
筆
証
書
遺
言

は
、
添
付
す
る
目
録
も
含

め
、
全
文
を
自
書
し
て
作
成

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、
改
正
に
よ
り
遺
言
に
添

付
す
る
相
続
財
産
の
目
録
に

つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
作

成
し
た
目
録
や
通
帳
の
コ
ピ

ー
な
ど
、
自
書
に
よ
ら
な
い

書
面
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ

　

法
務
局
（
遺
言
書
保
管

所
）
で
自
筆
証
書
に
よ
る
遺

言
書
を
保
管
す
る
制
度
が
創

設
さ
れ
ま
す
。
相
続
人
や
受

遺
者
は
、
全
国
に
あ
る
遺
言

書
保
管
所
に
お
い
て
、
遺
言

書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
調
べ
る
こ
と
、
遺
言

書
の
写
し
の
交
付
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
遺
言

書
を
保
管
し
て
い
る
遺
言
書

っ
て
自
筆
証
書
遺
言
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
財
産
目
録
の
各

頁
に
は
署
名
押
印
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
改
正
は
２
０
１
９
年

１
月
13
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

保
管
所
に
お
い
て
遺
言
書
を

閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

遺
言
書
保
管
所
に
保
管
さ

れ
て
い
る
遺
言
書
に
つ
い
て

は
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
が

不
要
と
な
り
ま
す
。

※
こ
の
改
正
は
２
０
２
０
年

７
月
10
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

 

（
お
わ
り
）

　

配
偶
者
居
住
権
と
は
、
配

偶
者
が
相
続
開
始
時
に
被
相

続
人
所
有
の
建
物
に
居
住
し

て
い
た
場
合
に
、
終
身
又
は

一
定
期
間
、
そ
の
建
物
を
無

償
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
権
利
で
、
建
物
に
つ
い
て

の
権
利
を
「
負
担
付
の
所
有

権
」
と
「
配
偶
者
居
住
権
」

に
分
け
、
配
偶
者
が
「
配
偶

者
居
住
権
」
を
取
得
し
、
配

偶
者
以
外
の
相
続
人
が
「
負

担
付
の
所
有
権
」
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
も
の
で
す
。

相
当
の
期
間
内
に
必
要
な
修

繕
を
し
な
い
と
き
、
又
は
②

急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
に

は
、
賃
借
人
が
目
的
物
を
修

繕
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
賃
借
人
の
原
状
回
復

義
務
及
び
収
去
義
務
等
の
明

確
化

　

賃
借
人
は
、
賃
借
物
を
受

け
取
っ
た
後
に
生
じ
た
損
傷

命
又
は
身
体
が
侵
害
さ
れ
た

場
合
の
権
利
行
使
期
間
を
長

期
化
す
る
特
例
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
（
表
２
参
照
）。

す
る
株
主
等

②
主
債
務
者
が
個
人
の
場
合

…
主
債
務
者
と
共
同
し
て
事

業
を
行
っ
て
い
る
共
同
事
業

者
や
主
債
務
者
の
事
業
に
従

事
し
て
い
る
主
債
務
者
の
配

偶
者

（
１
）
極
度
額
の
定
め
の
な

い
個
人
の
根
保
証
契
約
は
無

効
　

個
人
が
根
保
証
契
約
を
締

結
す
る
場
合
に
は
、
保
証
人

が
支
払
い
の
責
任
を
負
う
金

額
の
上
限
と
な
る
「
極
度

額
」
を
定
め
な
け
れ
ば
、
保

表１

表２

債権の種類
消滅時効期間

改正前 改正後

歯科医師の
診療報酬 ３年

原則５年

弁護士の報酬 ２年

飲食代 １年

動産の
レンタル代金 １年

商取引債権 ５年

改正前

改正後

一般の損害賠
償請求権

人の生命又は
身体の侵害に
よる損害賠償
請求権

不法行為（例
えば、交通事
故によって傷
害を負った場
合）

損害及び加害
者を知った時
から３年以内
であり、かつ
不法行為の時
から20年以
内

改正前と同じ

損害及び加害
者を知った時
から５年以内
であり、かつ
不法行為の時
から20年以
内

債務不履行
（例えば、病
院での手術ミ
スで後遺症が
残った場合）

権利を行使す
ることができ
る時から10
年以内

権利を行使す
ることができ
ることを知っ
た時から５年
以内であり、
かつ権利を行
使することが
できる時から
10年以内

権利を行使す
ることができ
ることを知っ
た時から５年
以内であり、
かつ権利を行
使することが
できる時から
20年以内

税
理
士

西
川
真
幸　

経税部経税部
だよりだより

民
法
改
正
に
伴
う
契
約
及
び
相
続
に
関
す
る
変
更
点

・ １日分が１ページで患
者40人分まで
・ 記 入 欄 は「 負 担 割
合」、「保険・自費・雑
収の種目別」で分類
・Ｂ５判からＡ４判に
・価格1500円（送料別）
　ご注文は電話または
FAXで歯科保険医協会
まで。

窓口日計表が
リニューアル

〜
債
権
関
係
〜

〜
債
権
関
係
〜

〜
相
続
関
係
〜

〜
相
続
関
係
〜

保
証
人
の
保
護
に
関
す
る
改
正

配
偶
者
居
住
権
の
新
設

預
貯
金
の
払
戻
制
度
の
創
設

自
筆
証
書
遺
言
の
方
式
緩
和

法
務
局
に
お
け
る
自
筆
証
書
遺
言
の

保
管
制
度
の
創
設

消
滅
時
効
に
関
す
る
改
正

損
害
賠
償
に
関
す
る
改
正

賃
貸
借
契
約
に
関
す
る
改
正


